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効率的なテストケース作成

⾼品質な要求定義から開始

品質向上の⽬的で
フィールドデータを活⽤

重要なポイントに
絞ってテストする

データを中核としたアプローチ

データから有益な
知⾒を得る

⽣成 テスト 運⽤

効率的なキャリブレーション

テストの⾃動化

Picture

Data Pipeline

データを中核としたアプローチ:
• クラウドベースで集中管理された
データ/メタデータ管理

• 要求定義からテストエビデンスま
でのエンドツーエンドのトレーサ
ビリティ確保

• 分析/AIサービスとのシームレスな
統合

主なメリット
• ハードウェア/⼈件費の削減
• 開発/テストサイクルの短縮
• 品質向上/規制対応⼒の強化
• 拡張性のあるデータドリブンな
エンジニアリングプロセス

– 29 % 15ヶ⽉後の修理ソ
リューション最適化に
よるコスト削減

100 %

保証

コスト – 12 % 製品改善サイクル
の3ヶ⽉短縮

– 20 % サービス施策
の導⼊
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エラー報告

異常検知

因果関係分析

⾃動⾞エンジニアリングデータと技
術的⽂脈を理解する IAV のエージェ
ント型AI – 受賞歴を持つ機械学習ア
ルゴリズムを搭載

AIによるフィールドデータ分析
を通じた⼤幅なコスト削減

従来型のエンジニアリングでは、
組織的な分断が⽣じている：
要求定義/テスト/データ/
運⽤が、ツールや組織単位ごと
に分断されて管理されている
ケースが多い。
AI駆動型エンジニアリングは、
これらの世界を統合し、ライフ
サイクル全体にわたってAIによ
り⽀援される、統合型/データ
ドリブンなエンジニアリングア
プローチを実現する:

⽣成 ‒ AIを活⽤して、要求定義/
シナリオ/テストを⽣成する

テスト ‒ 知的なテスト選択/
仮想化/⾃動化により、本当に
重要なテストに集中する

運⽤ ‒フィールド/運⽤データを
フィードバックして、継続的に
品質/効率を向上させる。


